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技能検定の受検資格について 

 

 時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

 さて、技能検定の受検資格については、職業能力開発促進法第 45 条、職業

能力開発促進法施行規則第 64条から第 64条の 6まで及び技能検定の受検資格

を定める告示等に定められています。 

このうち、技能検定 3級の受検資格については、現在、当該検定職種に関す

る学科に在学する者であれば、実務経験がなくとも受検資格が付与されていま

すが、一方で当該検定職種に関連しない学科に在学する者が、課外活動等で当

該検定職種に係る同等以上の講習を履修した場合には、受検資格が付与されて

いませんでした。 

このたび、3 級及び基礎級の技能検定の受検資格に工業高等学校に在学する

者等であって、かつ、工業高等学校の教員等による検定職種に係る講習を受講

し、当該講習の責任者から技能検定試験受検に際して安全衛生上の 問題等が

ないと判定された者について、受検資格を付与することとし、平成 30 年 4 月

1 日以降に実施される当該講習の受講者について適用することとした旨、厚生

労働省参事官（能力評価担当）から別添のとおり通知がありました。 

つきましては、貴協会会員の皆様へ周知下さいますようお願い申し上げます。 

 

 

以上  

 

担当：労働部 又木 
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